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Ⅰ⃞　福島大学大学院人間発達文化研究科（修士課程・専門職学位課程）
学生募集要項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）

１．人間発達文化研究科の教育目標と求める学生像
　： 人間発達文化研究科では，人間や地域や文化の抱える課題を自覚し，次世代を育てようとする
意欲をもち，修了までに次の３つの力を身につけ，「人材育成のエキスパート」（経験を通して
得た知識や技能を駆使できる熟達者）となることを希望する学生あるいは社会人を受け入れま
す。

　　・ 人間や地域や文化に対する問題意識を持ち，高度専門職業人にふさわしい知識と技能の修得
（専門探究力）を望む学生あるいは社会人。

　　・ 課題を解決するために必要な組織や人材を活かしながら，修得した知識や技能を学校や地域
で積極的に生かそうとする能力の修得（コーディネート力）を望む学生あるいは社会人。

　　・ 人間や社会の発達における文化の役割を理解し，次世代を育成しようとする能力の修得（人
材育成力）を望む学生あるいは社会人。

　： 人間発達文化研究科には，教職実践専攻，地域文化創造専攻，学校臨床心理専攻の３つの専攻
があります。各専攻が求める学生像は，次の通りです。

　　・ 教職実践専攻では，地域の教育課題について理解を深め幅広い視野を備えるとともに，授業
力，マネジメント力など高い実践力を身につけ，常に学び続け，教育課程の改善や学校改革
をけん引する＜教員のミドル・リーダー＞をめざす学生を求めます。

　　・ 地域文化創造専攻では，諸文化を構成する学問分野における研究力・実践力を修得するとと
もに，地域支援に必要なコーディネート力及び人材育成力を合わせ持つ＜地域支援エキス
パート＞をめざす学生を求めます。

　　・ 学校臨床心理専攻では，臨床心理学及び学校福祉の臨床的な実践研究に基づき，様々な課題
を抱える子ども・青年や家族・学校に対応する効果的な指導・援助・支援を行う＜発達支援
エキスパート＞をめざす学生を求めます。

２．入試の際に求める知識・技能・関心
　 　高度職業人として，「人材育成のエキスパート」となるためには，以下に掲げる関心，知識，
技能を有している学生あるいは社会人を求めます。

　　①　「人間発達」あるいは「地域や文化」に対する研究的な強い関心。
　　②　大学院での研究の基礎となる当該分野や領域での学力。
　　③　大学院での研究に関する明確な目標と計画。
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学校臨床心理専攻学校福祉臨床領域については，当分の間，学生募集を停止します。
１．専攻別学生募集人員
【一般入試】

専　　　攻 入学定員（募集人員） 領　　　域　・　コ　ー　ス 取得できる学位

教 職 実 践 16名
ミドル・リーダー養成コース
教 育 実 践 高 度 化 コ ー ス
特別支援教育高度化コース

教職修士（専門職）

地域文化創造 17名

人間発達支援領域 （約２名）
日英言語文化領域 （約３名）
地域生活文化領域 （約２名）
数理科学領域 （約２名）
スポーツ健康科学領域 （約３名）
芸術文化領域 （約５名）

修士（地域文化）

学校臨床心理 ７名 臨 床 心 理 領 域 修士（教育学）
合　　　計 40名

（注）　 領域内の内定員は，一般入試と学類所属生特別入試および現職教員特別入試を合わせた数で
す。

【学類所属生特別入試】

専　　　攻 募集人員 領　　　域　・　コ　ー　ス 取得できる学位

教 職 実 践 若干名
ミドル・リーダー養成コース
教 育 実 践 高 度 化 コ ー ス
特別支援教育高度化コース

教職修士（専門職）

地域文化創造 若干名

人 間 発 達 支 援 領 域
日 英 言 語 文 化 領 域
地 域 生 活 文 化 領 域
数 理 科 学 領 域
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 領 域
芸 術 文 化 領 域

修士（地域文化）

【現職教員特別入試】

専　　　攻 募集人員 領　　　域　・　コ　ー　ス 取得できる学位

教 職 実 践 若干名
ミドル・リーダー養成コース
教 育 実 践 高 度 化 コ ー ス
特別支援教育高度化コース

教職修士（専門職）

地域文化創造 若干名

人 間 発 達 支 援 領 域
日 英 言 語 文 化 領 域
地 域 生 活 文 化 領 域
数 理 科 学 領 域
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 領 域
芸 術 文 化 領 域

修士（地域文化）

　各専攻，領域・コースの内容については，18ページ以降を参照してください。
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２．出　願　資　格
　⑴　大学を卒業した者および令和２年３月までに卒業見込みの者
　⑵ 　学校教育法第104条第４項の規定により学士の学位を授与された者および令和２年３月31日
までに学士の学位を授与される見込みの者

　⑶ 　外国において学校教育における16年の課程を修了した者および令和２年３月31日までに修了
見込みの者

　　（注）大学卒業までの教育課程が16年に満たない場合には，個別の入学資格審査が必要です。
　⑷ 　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国
の学校教育における16年の課程を修了した者および令和２年３月31日までに修了見込みの者

　⑸ 　我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程
を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置
付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者およ
び令和２年３月31日までに修了見込みの者

　⑹ 　外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の
政府または関係機関の認証を受けた者による評価を受けたものまたはこれに準ずるものとして
文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において，修業年限が３年以上である課程を修了
すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することに
より当該課程を修了することおよび当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設
であって学校教育法施行規則第155条第１項第４号の指定を受けたものにおいて課程を修了す
ることを含む。）により，学士の学位に相当する学位を授与された者および令和２年３月31日
までに授与される見込みの者

　⑺ 　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を
満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修
了した者または令和２年３月31日までに修了見込みの者

　⑻　文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第５号）
　⑼ 　本大学院において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力がある
と認めた者で，令和２年３月31日までに22歳に達するもの（平成10年４月１日に生まれた者を
含む。）

　教職実践専攻については，出願資格⑴～⑼のいずれかに加え，次の条件を満たす者とします。
　⑽ 　教員免許状（小学校，中学校，高等学校，特別支援学校，養護，栄養の普通免許状一種）を
取得した者および令和２年３月31日までに取得見込みの者

　　 　なお，取得見込みの者で，令和２年３月31日までに取得できなかった場合は，入学を認めま
せん。

【一般入試】
　出願できる者は，出願資格⑴～⑼のいずれかを有する者とし，教職実践専攻は加えて出願資格⑽
を満たす者とします。



－ 4 －

【学類所属生特別入試】
　出願できる者は，出願資格⑴～⑼のいずれかを有する者（教職実践専攻は加えて出願資格⑽を満
たす者）とし，加えて以下に該当するものとします。
・ 　福島大学人間発達文化学類（夜間主コース文化教養モデルを含む。）を令和２年３月までに卒
業見込みであること。
・　卒業研究指導教員による推薦を得ていること。
・　研究意思が明確で，卒業後の入学を確約できること。

【現職教員特別入試】
　出願できる者は，出願資格⑴～⑼のいずれかを有する者（教職実践専攻は加えて出願資格⑽を満
たす者）とし，加えて以下に該当するものとします。
・ 　出願時までに３年以上の教職経験（学校教育法第１条に定めるもの，および保育所に限る。）
を持ち，出願した年度内に勤務実績のある者。
　（注 ）学校教育法第１条に定めるものとは，幼稚園，小学校，中学校，中等教育学育学校，高等

学校，特別支援学校，高等専門学校，大学の各校種である。

３．出　願　手　続
　⑴　出 願 期 間
　令和元年10月１日㈫から10月４日㈮　午後５時まで
　出願資格⑼で出願する場合は，出願前に個別の入学資格審査を行います。入学資格個別審査
申請書（本学所定の用紙）に添付書類を添えて，令和元年９月17日㈫〔午後５時必着〕までに
提出してください（なお，入学資格個別審査申請書は，福島大学に請求するか，本学ウェブサ
イトの「入試情報」（http://nyushi.adb.fukushima-u.ac.jp/）からダウンロードしてください。）。

　⑵　願書提出先
　　　〒960－1296　福島市金谷川１番地

福島大学入試課　　　☎　024－548－8064
　⑶　出 願 方 法
　入学志願者は，次項⑷に示す出願書類を取りそろえ，封筒の表に「人間発達文化研究科入学
願書」と朱書し，必ず書留速達にして郵送してください。
　出願期間を過ぎた場合は受理できませんので，郵送期間を十分考慮し早めに送付してくださ
い。ただし，令和元年10月３日㈭以前の発信局消印のある書留速達に限り，期限後に到着した
場合でも受理します。
　持参の場合，入試課の窓口受付時間は平日の午前９時から午後５時までです。
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　⑷　出願書類および検定料

全
入
試
区
分
共
通

書類等の名称 摘　　　　　　　　　　要

①　入学願書 本学所定の用紙

②　受験票・写真票
本学所定の用紙。写真は出願前３ヵ月以内に撮影した上半身正面脱帽の
ものを貼付してください（縦４㎝×横３㎝）。

③　研究計画および履歴等（★） 本学所定の用紙

④ 　教育職員免許状の写しまた
は教育職員免許状取得見込証
明書
　※教職実践専攻受験者

　「教育職員免許状の写し」を提出する場合は，原本と相違ない旨の所
属長または所轄長の証明を要する。
　免許状を取得見込みの者は，大学等が証明した教育職員免許状の取得
見込証明書を提出すること。

⑤　検定料収納証明書貼付票

「検定料収納証明書貼付票」裏面の「検定料支払方法のご案内」を参照
の上，検定料30,000円を下記の期間内に払い込んでください。（払込手
数料が別途必要です。）
【払込期間】
令和元年９月29日㈰～10月４日㈮　午後４時30分まで
（期間外は払い込みできません。）
「取扱明細書」または「取扱明細書兼領収書」の「収納証明書」部分を
切り取り，「検定料収納証明書貼付票」に貼付した上で出願書類に同封
してください。
入学願書を受理した後は，次の場合を除きいかなる理由があっても検定
料は返還できません。
ア ．検定料を払い込んだが，出願しなかった（出願書類を提出しなかっ
たまたは出願が受理されなかった）

イ．検定料を誤って二重に払い込んだ
検定料返還に関する問合せ：福島大学財務課出納係　☎024-548-8015
※検定料免除について
　本学では，東日本大震災および東京電力福島第一原子力発電所事故な
らびに平成23年度以降において豪雨災害等の激甚災害で被災された方の
経済的負担を軽減し，被災受験者の進学機会の確保を図るために，令和
元年度に行われる全ての入試において，検定料免除の特別措置を行いま
す。
　免除の条件については16ページ「12．東日本大震災（原発事故含む）
および激甚災害において被災された方に対する検定料の免除について」
を確認してください。

⑥　受験票等送付用封筒
所定の封筒に364円（速達）分の切手を貼り，志願者の郵便番号，住所，
氏名を明記してください。

⑦　宛名票（シール） 合格通知を受けるところの郵便番号，住所，氏名を記入してください。
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一
　
　
般
　
　
入
　
　
試

書類等の名称 摘　　　　　　　　　　要

⑧　出願資格を証明する書類

以下の書類のうち，該当するもの
・卒業（見込）証明書
　（出身（所属）大学長または学部長が作成したもの）
・学位授与証明書
　 （出願資格⑵に該当する者。学位授与機構が発行したもの。学位の授
与を申請する予定の者は，短期大学長または高等専門学校長が作成し
た学位授与申請予定証明書。）

・修了（見込）証明書
　 （出願資格⑺に該当する者。証明書内に「修業年限が４年以上である
こと」「課程の修了に必要な総授業時間数が3,400時間以上あること」
の必要要件が明記されたもの）

・専修免許状または一種免許状の写し
　 （出願資格⑻に該当する者のうち，昭和28年文部科学省告示第５号十
に該当するもの。）

⑨　成績証明書 出身（所属）大学長・学校長または学部長が作成したもの

⑩　学習履歴レポート
　※教職実践専攻受験者

大学でのこれまでの学びを，レポート形式で4,000字～6,000字程度で執
筆してください。⑴何を学んできたのか，⑵どんな力がつき，何ができ
るようになったのか，⑶どんな興味・関心が芽生え，どのようなテーマ
を立てどのような方法で卒業研究を行っているのか等を，できるだけ詳
しく論じてください。
教員経験のある方は，大学院で研究したいテーマに対応する，教育現場
での自身の実践およびその考察を，レポート形式で4,000字～6,000字程
度で執筆してください。
いずれも様式は，A４用紙，40字×30行。図表の文字は，本文の文字数
に含みません。
なお，レポート本文および研究資料等はファイルに入れたり，ホチキス
で留めたりしないで，すべてクリップで留めて提出してください。

⑪　受験承諾書　※現職教員等 学校等に在職中の者は所属長の承諾書

⑫　研究業績書　※代替希望者（★） 本学所定の用紙

⑬　作品提出用紙
　※ 芸術文化領域の美術分野にお

いて作品提出を希望する者
本学所定の用紙
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学
類
所
属
生
特
別
入
試

書類等の名称 摘　　　　　　　　　　要

⑧　卒業見込証明書 本学が発行したもの

⑨　成績証明書 本学が発行したもの

⑩　学習履歴レポート

大学でのこれまでの学びを，レポート形式で4,000字～6,000字程度で執
筆してください。⑴何を学んできたのか，⑵どんな力がつき，何ができ
るようになったのか，⑶どんな興味・関心が芽生え，どのようなテーマ
を立てどのような方法で卒業研究を行っているのか等を，できるだけ詳
しく論じてください。
様式は，Ａ４用紙，40字×30行。図表の文字は，本文の文字数に含みま
せん。

現
　
職
　
教
　
員
　
特
　
別
　
入
　
試

書類等の名称 摘　　　　　　　　　　要

⑧　出願資格を証明する書類

以下の書類のうち，該当するもの
・卒業証明書
　（出身（所属）大学長または学部長が作成したもの）
・学位授与証明書
　 （出願資格⑵に該当する者。学位授与機構が発行したもの。学位の授
与を申請する予定の者は，短期大学長または高等専門学校長が作成し
た学位授与申請予定証明書。）

・修了（見込）証明書
　 （出願資格⑺に該当する者。証明書内に「修業年限が４年以上である
こと」「課程の修了に必要な総授業時間数が3,400時間以上あること」
の必要要件が明記されたもの）

・専修免許状または一種免許状の写し
　 （出願資格⑻に該当する者のうち，昭和28年文部科学省告示第５号十
に該当するもの。）

⑨　受験承諾書 所属長の承諾書

⑩　実践記録レポート

大学院で研究したいテーマに対応する，教育現場での自身の実践および
その考察を，レポート形式で4,000字～6,000字程度で執筆してください。
様式は，Ａ４用紙，40字×30行。図表の文字は，本文の文字数に含みま
せん。
その際，実践記録レポートを裏付ける資料（指導案や公刊された指導記
録など）を１報以上提出してください。研究資料は，レポート本文のど
こに対応するのかを明示してください（書式は任意）。
なお，レポート本文および研究資料等はファイルに入れたり，ホチキス
で留めたりしないで，すべてクリップで留めて提出してください。

（注）１ ．黒か青のボールペンまたは万年筆を用い，楷書で記入してください。パソコンによる作
成も可。

　　　２．誤って記入した場合は，誤記入の部分を二重線で消し訂正してください。
　　　３．提出書類中，日本語以外で書かれた証明書には，その日本語訳を必ず添付してください。
　　　４ ．★印は，本学ウェブサイトの「入試情報」（http://nyushi.adb.fukushima-u.ac.jp/yoko.

html）からもダウンロードできます。
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４．選　抜　方　法
【一般入試】
　入学者の選抜は，学力検査，成績証明書および面接の結果を総合して判定します。
　★右頁に各領域に対応する付注を記載しています。必ず参照してください。

専攻 領域
学　　力　　検　　査　　科　　目

専攻 領域 付　　　　　　　　　　注外国語科目
付注１）参照 専　　　門　　　科　　　目

教
職
実

践
専
攻

小 論 文
付注１）参照

教
職
実

践
専
攻

１）小論文は課題をあたえて論述させます。

地
域
文
化
創
造
専
攻

人
間
発
達
支
援

英 　 　 語
【代替措置】
付注１）②参照

教 育 心 理 学
障 害 学
幼 年 教 育

⎫
―
⎬
―
⎭

３つの分野から，入学後研究する分野を
１つ選択してください。
付注２）参照

地
域
文
化
創
造
専
攻

人
間
発
達
支
援

１）外国語科目について
　①　当該言語の通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。
　② 　出願時までに３年以上の社会経験を有する者は，学力検査の外国語に代えて小論文を選択

することができます。小論文は課題をあたえて論述させます。
２）専門科目試験について
　ア）教育心理学は，心理学全般にわたる知識，及び論文読解に関する出題を行います。
　イ）障害学は，障害学に関する必須問題と選択問題を出題します。
　ウ）幼年教育は，幼児教育，幼児心理，保育内容の問題を出題します。

日
英
言
語
文
化

英 語
日 本 語
【代替措置】
付注１）③参照

日 本 語 学
日 本 文 学
漢 文 学
国語科教育学
日本語教育学
英 語 学
英 米 文 学
英語科教育学

⎫
―
―
―
―
⎬
―
―
―
―
⎭

８つの分野から，入学後研究する分野を
１つ選択してください。

日
英
言
語
文
化

１）外国語科目について
　① 　専門科目で英語学，英米文学，英語科教育学を選択する場合は，英語（英語学，英米文学，

英語科教育学向け）を選択してください。辞書の持ち込みは認めません。
　② 　専門科目で日本語学，日本文学，漢文学，国語科教育学，日本語教育学を選択する場合は，

英語（日本語学，日本文学，漢文学，国語科教育学，日本語教育学向け）または日本語のい
ずれか一方を選択してください。

　　 　ただし，その際，母語・母国語を選択することはできません。当該言語の通常の辞書の持
ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。

　③ 　専門科目で日本語学，日本文学，漢文学，国語科教育学，日本語教育学を選択する者で，
出願時までに３年以上の社会経験を有する者は，学力検査の外国語に代えて小論文を選択す
ることができます。小論文は課題をあたえて論述させます。

地
域
生
活
文
化

英 語
【代替措置】
付注１）②参照

歴 史 学
地 理 学
社 会 学
経 済 学
倫 理 学
社会科教育学
食 物 学
被 服 学
住 居 学
家庭科教育学

⎫
―
―
―
―
―
⎬
―
―
―
―
―
⎭

10の分野から，入学後研究する分野を
１つ選択してください。

地
域
生
活
文
化

１）外国語科目について
　①　当該言語の通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。
　② 　出願時までに３年以上の社会経験を有する者は，学力検査の外国語に代えて小論文を選択

することができます。小論文は課題をあたえて論述させます。

数
理
科
学

英 語
【代替措置】
付注１）②参照

数 学
生 物 学
化 学
地 球 科 学

⎫
―
⎬
―
⎭

４つの分野から，入学後研究する分野を
１つ選択してください。
付注２）参照

数
理
科
学

１）外国語科目について
　①　当該言語の通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。
　② 　出願時までに３年以上の社会経験を有する者は，学力検査の外国語に代えて小論文を選択

することができます。小論文は課題をあたえて論述させます。
２）専門科目試験について
　ア）数学は，数学に関する必須問題と選択問題（数学，数学科教育学）を出題します。
　イ）生物学，化学，地球科学は，各科目に関する問題と理科教育学の問題を出題します。

ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学

英語・ドイツ語
から１科目選択
【代替措置】
付注１）②参照

体 育 学
運 動 学

⎫
⎬
⎭

２つの分野から，入学後研究する分野を
１つ選択してください。
付注２）参照

ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学

１）外国語科目について
　①　当該言語の通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。
　② 　出願時までに３年以上の社会経験を有する者は，学力検査の外国語に代えて小論文を選択

することができます。小論文は課題をあたえて論述させます。
２）専門科目試験について
　 　体育学の専門科目には，スポーツ哲学，スポーツ史，スポーツ心理学，保健体育科教育学，
スポーツ医科学，スポーツ社会学が含まれます。運動学の専門科目には，トレーニング論，運
動生理学，舞踊教育学が含まれます。選択した分野の中から１題を選択し，解答してもらいます。

見開き
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４．選　抜　方　法
【一般入試】
　入学者の選抜は，学力検査，成績証明書および面接の結果を総合して判定します。
　★右頁に各領域に対応する付注を記載しています。必ず参照してください。

専攻 領域
学　　力　　検　　査　　科　　目

専攻 領域 付　　　　　　　　　　注外国語科目
付注１）参照 専　　　門　　　科　　　目

教
職
実

践
専
攻

小 論 文
付注１）参照

教
職
実

践
専
攻

１）小論文は課題をあたえて論述させます。

地
域
文
化
創
造
専
攻

人
間
発
達
支
援

英 　 　 語
【代替措置】
付注１）②参照

教 育 心 理 学
障 害 学
幼 年 教 育

⎫
―
⎬
―
⎭

３つの分野から，入学後研究する分野を
１つ選択してください。
付注２）参照

地
域
文
化
創
造
専
攻

人
間
発
達
支
援

１）外国語科目について
　①　当該言語の通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。
　② 　出願時までに３年以上の社会経験を有する者は，学力検査の外国語に代えて小論文を選択

することができます。小論文は課題をあたえて論述させます。
２）専門科目試験について
　ア）教育心理学は，心理学全般にわたる知識，及び論文読解に関する出題を行います。
　イ）障害学は，障害学に関する必須問題と選択問題を出題します。
　ウ）幼年教育は，幼児教育，幼児心理，保育内容の問題を出題します。

日
英
言
語
文
化

英 語
日 本 語
【代替措置】
付注１）③参照

日 本 語 学
日 本 文 学
漢 文 学
国語科教育学
日本語教育学
英 語 学
英 米 文 学
英語科教育学

⎫
―
―
―
―
⎬
―
―
―
―
⎭

８つの分野から，入学後研究する分野を
１つ選択してください。

日
英
言
語
文
化

１）外国語科目について
　① 　専門科目で英語学，英米文学，英語科教育学を選択する場合は，英語（英語学，英米文学，

英語科教育学向け）を選択してください。辞書の持ち込みは認めません。
　② 　専門科目で日本語学，日本文学，漢文学，国語科教育学，日本語教育学を選択する場合は，

英語（日本語学，日本文学，漢文学，国語科教育学，日本語教育学向け）または日本語のい
ずれか一方を選択してください。

　　 　ただし，その際，母語・母国語を選択することはできません。当該言語の通常の辞書の持
ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。

　③ 　専門科目で日本語学，日本文学，漢文学，国語科教育学，日本語教育学を選択する者で，
出願時までに３年以上の社会経験を有する者は，学力検査の外国語に代えて小論文を選択す
ることができます。小論文は課題をあたえて論述させます。

地
域
生
活
文
化

英 語
【代替措置】
付注１）②参照

歴 史 学
地 理 学
社 会 学
経 済 学
倫 理 学
社会科教育学
食 物 学
被 服 学
住 居 学
家庭科教育学

⎫
―
―
―
―
―
⎬
―
―
―
―
―
⎭

10の分野から，入学後研究する分野を
１つ選択してください。

地
域
生
活
文
化

１）外国語科目について
　①　当該言語の通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。
　② 　出願時までに３年以上の社会経験を有する者は，学力検査の外国語に代えて小論文を選択

することができます。小論文は課題をあたえて論述させます。

数
理
科
学

英 語
【代替措置】
付注１）②参照

数 学
生 物 学
化 学
地 球 科 学

⎫
―
⎬
―
⎭

４つの分野から，入学後研究する分野を
１つ選択してください。
付注２）参照

数
理
科
学

１）外国語科目について
　①　当該言語の通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。
　② 　出願時までに３年以上の社会経験を有する者は，学力検査の外国語に代えて小論文を選択

することができます。小論文は課題をあたえて論述させます。
２）専門科目試験について
　ア）数学は，数学に関する必須問題と選択問題（数学，数学科教育学）を出題します。
　イ）生物学，化学，地球科学は，各科目に関する問題と理科教育学の問題を出題します。

ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学

英語・ドイツ語
から１科目選択
【代替措置】
付注１）②参照

体 育 学
運 動 学

⎫
⎬
⎭

２つの分野から，入学後研究する分野を
１つ選択してください。
付注２）参照

ス
ポ
ー
ツ

健
康
科
学

１）外国語科目について
　①　当該言語の通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。
　② 　出願時までに３年以上の社会経験を有する者は，学力検査の外国語に代えて小論文を選択

することができます。小論文は課題をあたえて論述させます。
２）専門科目試験について
　 　体育学の専門科目には，スポーツ哲学，スポーツ史，スポーツ心理学，保健体育科教育学，
スポーツ医科学，スポーツ社会学が含まれます。運動学の専門科目には，トレーニング論，運
動生理学，舞踊教育学が含まれます。選択した分野の中から１題を選択し，解答してもらいます。

※ 地域文化創造専攻における外国語科目代替措置の社会経験とは次のようなことをいいます。職業（アルバイト，パート等
を含む）に就いており，労働時間が週20時間以上のもの，あるいは主婦（主夫）業に就いているもの。



－ 10 －

　★右頁に各領域に対応する付注を記載しています。必ず参照してください。

専攻 領域
学　　力　　検　　査　　科　　目

専攻 領域 付　　　　　　　　　　注外国語科目
付注１）参照 専　　　門　　　科　　　目

地
域
文
化
創
造

芸
術
文
化

英 　 　 語
【代替措置】
付注１）②参照

演奏Ａ ピ ア ノ
演奏Ｂ 管弦打楽器
演奏Ｃ 声　　楽
作 曲 ・ 指 揮
音楽科教育学
絵 画
彫 刻
美術理論・美術史
美 術 科 教 育 学

⎫
―
―
―
―
―
―
⎬
―
―
―
―
―
―
⎭

９の分野から，入学後研究する分野を
１つ選択してください。
付注２），３）参照

地
域
文
化
創
造

芸
術
文
化

１）外国語科目について
　①　当該言語の通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。
　②　芸術文化領域における代替措置については，以下のとおりです。
　　代替措置Ⅰ
　　　ア）自らの研究業績をもつ者は，その研究業績を英語と代替することができます。
　　　イ ）代替を希望する者は，入学願書の学力検査科目の外国語の欄に「研究業績等」と記入

し，研究業績２点以内を，研究業績書，出願書類とともに，10月４日㈮までに提出して
ください。

　　　ウ ）代替可能な業績は，入学後専攻しようとする領域にかかわる内容のもので，何らかの
形で「公刊」されたものであること。ただし，公刊予定のものについては，そのことを
証明する書類を付してください。具体的には，以下のものが該当します。

　　　　・論文………学会誌，研究機関等の研究紀要，商業誌等に記載されたもの。
　　　　・著書，翻訳書，辞典等の項目執筆
　　　　・研究報告… 地域研究会，県・文部科学省等の指定研究の発表会，小・中・高教研等の

研究会，民間の研究会などの発表資料で研究内容が具体的に示されている
ものと，それが明示されているパンフレットやプログラム，録音や録画等。
なお，共著の場合は，分担部分を明示してください。

　　代替措置Ⅱ（外国人留学生の代替措置）
　出願資格⑶（外国において学校教育における16年の課程を修了した者）に該当する外国
人留学生は，芸術文化領域において　「外国語科目・英語」を「日本語」に代替することが
でき，通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。代替を希望する者は，入学
願書の学力検査科目の外国語の欄に「日本語」と記入してください。

　　代替措置Ⅲ（社会人の代替措置）
　　　 　出願時までに３年以上の社会経験を有する者は，学力検査の外国語に代えて小論文を選

択することができます。小論文は課題をあたえて論述させます。
２）音楽分野の専門科目試験について
　①　音楽分野における試験の検査内容は以下のとおりです。
　　⑴　演奏A「ピアノ」……暗譜により，ア）およびイ）を演奏します。
　　　ア ）J. S. Bach「平均律クラヴィア曲集（第１巻または第２巻）」のうちで，任意の１曲。
　　　イ）古典派以降のピアノ作品で，任意の１曲。
　　⑵ 　演奏 B「管弦打楽器」……任意の１曲を演奏します（楽器は伴奏のピアノ以外すべて受

験者が準備してください。）。
　　⑶ 　演奏 C「声楽」……歌曲，オペラ，オラトリオから任意の１曲を暗譜で歌う。（伴奏者が

必要な場合は，受験者が準備してください。）
　　⑷ 　作曲・指揮……作曲・指揮とも和声（試験当日にソプラノ課題による四声体を作成）を

課します。あわせて，作曲の場合は楽譜または録音・録画による異なる作品２点を，また，
指揮の場合は録音・録画による２公演を，出願書類とともに提出してください。録音・録
画で提出する場合は，CD，DVD，Blu-ray Disc のどれかの形によるものとします。なお，
提出物（コピーでも可）は返却しません。

　　⑸　音楽科教育学……筆記試験
　② 　演奏 B・Cの実技検査では，伴奏者を同伴することができます。その場合伴奏者は，９時

に音楽棟伴奏者控え室に集合してください。
３）美術分野の専門科目試験について
　①　美術分野における試験の検査科目は以下のとおりです。⑴あるいは⑵から選んでください。
　　⑴　作品提出，または筆記試験（絵画，彫刻）
　　　（注） 　入学願書，受験票および写真票の専門科目記入欄には，作品提出か筆記試験のいず

れかについても明記してください。
　　⑵　美術理論・美術史，または美術科教育学…筆記試験
　② 　提出作品は２年以内に制作したもの３点とし，指導教員や上司等による制作証明書（様式

任意）または出展目録等を添付してください。
　　 　作品の大きさは特に制限しません。作品と制作証明書の提出は，試験当日８：30～８：45

の間に美術棟（本要項末の案内図参照）内の受験生控え室に，原則として本人が直接提出し
てください。

見開き



－ 11 －－ 10 －

　★右頁に各領域に対応する付注を記載しています。必ず参照してください。

専攻 領域
学　　力　　検　　査　　科　　目

専攻 領域 付　　　　　　　　　　注外国語科目
付注１）参照 専　　　門　　　科　　　目

地
域
文
化
創
造

芸
術
文
化

英 　 　 語
【代替措置】
付注１）②参照

演奏Ａ ピ ア ノ
演奏Ｂ 管弦打楽器
演奏Ｃ 声　　楽
作 曲 ・ 指 揮
音楽科教育学
絵 画
彫 刻
美術理論・美術史
美 術 科 教 育 学

⎫
―
―
―
―
―
―
⎬
―
―
―
―
―
―
⎭

９の分野から，入学後研究する分野を
１つ選択してください。
付注２），３）参照

地
域
文
化
創
造

芸
術
文
化

１）外国語科目について
　①　当該言語の通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。
　②　芸術文化領域における代替措置については，以下のとおりです。
　　代替措置Ⅰ
　　　ア）自らの研究業績をもつ者は，その研究業績を英語と代替することができます。
　　　イ ）代替を希望する者は，入学願書の学力検査科目の外国語の欄に「研究業績等」と記入

し，研究業績２点以内を，研究業績書，出願書類とともに，10月４日㈮までに提出して
ください。

　　　ウ ）代替可能な業績は，入学後専攻しようとする領域にかかわる内容のもので，何らかの
形で「公刊」されたものであること。ただし，公刊予定のものについては，そのことを
証明する書類を付してください。具体的には，以下のものが該当します。

　　　　・論文………学会誌，研究機関等の研究紀要，商業誌等に記載されたもの。
　　　　・著書，翻訳書，辞典等の項目執筆
　　　　・研究報告… 地域研究会，県・文部科学省等の指定研究の発表会，小・中・高教研等の

研究会，民間の研究会などの発表資料で研究内容が具体的に示されている
ものと，それが明示されているパンフレットやプログラム，録音や録画等。
なお，共著の場合は，分担部分を明示してください。

　　代替措置Ⅱ（外国人留学生の代替措置）
　出願資格⑶（外国において学校教育における16年の課程を修了した者）に該当する外国
人留学生は，芸術文化領域において　「外国語科目・英語」を「日本語」に代替することが
でき，通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。代替を希望する者は，入学
願書の学力検査科目の外国語の欄に「日本語」と記入してください。

　　代替措置Ⅲ（社会人の代替措置）
　　　 　出願時までに３年以上の社会経験を有する者は，学力検査の外国語に代えて小論文を選

択することができます。小論文は課題をあたえて論述させます。
２）音楽分野の専門科目試験について
　①　音楽分野における試験の検査内容は以下のとおりです。
　　⑴　演奏A「ピアノ」……暗譜により，ア）およびイ）を演奏します。
　　　ア ）J. S. Bach「平均律クラヴィア曲集（第１巻または第２巻）」のうちで，任意の１曲。
　　　イ）古典派以降のピアノ作品で，任意の１曲。
　　⑵ 　演奏 B「管弦打楽器」……任意の１曲を演奏します（楽器は伴奏のピアノ以外すべて受

験者が準備してください。）。
　　⑶ 　演奏 C「声楽」……歌曲，オペラ，オラトリオから任意の１曲を暗譜で歌う。（伴奏者が

必要な場合は，受験者が準備してください。）
　　⑷ 　作曲・指揮……作曲・指揮とも和声（試験当日にソプラノ課題による四声体を作成）を

課します。あわせて，作曲の場合は楽譜または録音・録画による異なる作品２点を，また，
指揮の場合は録音・録画による２公演を，出願書類とともに提出してください。録音・録
画で提出する場合は，CD，DVD，Blu-ray Disc のどれかの形によるものとします。なお，
提出物（コピーでも可）は返却しません。

　　⑸　音楽科教育学……筆記試験
　② 　演奏 B・Cの実技検査では，伴奏者を同伴することができます。その場合伴奏者は，９時

に音楽棟伴奏者控え室に集合してください。
３）美術分野の専門科目試験について
　①　美術分野における試験の検査科目は以下のとおりです。⑴あるいは⑵から選んでください。
　　⑴　作品提出，または筆記試験（絵画，彫刻）
　　　（注） 　入学願書，受験票および写真票の専門科目記入欄には，作品提出か筆記試験のいず

れかについても明記してください。
　　⑵　美術理論・美術史，または美術科教育学…筆記試験
　② 　提出作品は２年以内に制作したもの３点とし，指導教員や上司等による制作証明書（様式

任意）または出展目録等を添付してください。
　　 　作品の大きさは特に制限しません。作品と制作証明書の提出は，試験当日８：30～８：45

の間に美術棟（本要項末の案内図参照）内の受験生控え室に，原則として本人が直接提出し
てください。

※ 地域文化創造専攻における外国語科目代替措置の社会経験とは次のようなことをいいます。職業（アルバイト，パート等
を含む）に就いており，労働時間が週20時間以上のもの，あるいは主婦（主夫）業に就いているもの。
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　★右頁に各領域に対応する付注を記載しています。必ず参照してください。

専攻 領域
学　　力　　検　　査　　科　　目

専攻 領域 付　　　　　　　　　　注外国語科目
付注１）参照 専　　　門　　　科　　　目

学
校
臨
床
心
理

臨
床
心
理

英 語
【代替措置】
付注１）②参照

臨 床 心 理 Ⅰ
臨 床 心 理 Ⅱ

⎫
⎬
⎭
必須
付注２）参照

学
校
臨
床
心
理

臨
床
心
理

１）外国語科目について
　①　当該言語の通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。
　②　臨床心理領域の代替措置については，以下のとおりです。
　　ア ）出願時までに３年以上の教職経験（学校教育法第１条に定めるものに限る。）をもつ者

は，自らの研究業績を，英語と代替することができます。
　　イ ）代替を希望する者は，入学願書の学力検査科目の外国語の欄に「研究業績等」と記入し，

研究業績２点以内を，研究業績書，出願書類とともに，10月４日㈮までに提出してください。
　　ウ ）代替可能な業績は，入学後専攻しようとする領域にかかわる内容のもので，何らかの形

で「公刊」されたものであること。ただし，公刊予定のものについては，そのことを証明
する書類を付してください。具体的には，以下のものが該当します。

　　　・論文………学会誌，研究機関等の研究紀要，商業誌等に記載されたもの。
　　　・著書，翻訳書，辞典等の項目執筆
　　　・研究報告… 地域研究会，県・文部科学省等の指定研究の発表会，小・中・高教研等の研

究会，民間の研究会などの発表資料で研究内容が具体的に示されているもの
と，それが明示されているパンフレットやプログラム等。なお，共著の場合
は，分担部分を明示してください。

２）専門科目試験について
　ア）臨床心理Ⅰは，臨床心理学の基礎的知識について出題します。
　イ）臨床心理Ⅱは，入学後主として研究する臨床心理学の分野の問題を選択してください。　

面　接
入学後の研究計画を中心に行います。教職実践専攻では，学習履歴レポート，研究
計画等をもとにして，志望動機や研究の見通し等について質問します。研究しよう
と考えている教科または分野にかかわる基礎的知識等を問う場合もあります。

【学類所属生特別入試】
　入学者の選抜は，学習履歴レポート，成績証明書および面接の結果を総合して判定します。

面　接
学習履歴レポート，研究計画等をもとにして，志望動機や研究の見通し等について
質問します。研究しようと考えている教科または分野にかかわる基礎的知識等を問
う場合もあります。

【現職教員特別入試】
　入学者の選抜は，実践記録レポートおよび面接の結果を総合して判定します。

面　接
実践記録レポート，提出資料，研究計画等をもとにして，志望動機や研究の見通し
等について質問します。研究しようと考えている教科または分野にかかわる基礎的
知識等を問う場合もあります。

見開き
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　★右頁に各領域に対応する付注を記載しています。必ず参照してください。

専攻 領域
学　　力　　検　　査　　科　　目

専攻 領域 付　　　　　　　　　　注外国語科目
付注１）参照 専　　　門　　　科　　　目

学
校
臨
床
心
理

臨
床
心
理

英 語
【代替措置】
付注１）②参照

臨 床 心 理 Ⅰ
臨 床 心 理 Ⅱ

⎫
⎬
⎭
必須
付注２）参照

学
校
臨
床
心
理

臨
床
心
理

１）外国語科目について
　①　当該言語の通常の辞書の持ち込みを認めます（電子辞書は除く。）。
　②　臨床心理領域の代替措置については，以下のとおりです。
　　ア ）出願時までに３年以上の教職経験（学校教育法第１条に定めるものに限る。）をもつ者

は，自らの研究業績を，英語と代替することができます。
　　イ ）代替を希望する者は，入学願書の学力検査科目の外国語の欄に「研究業績等」と記入し，

研究業績２点以内を，研究業績書，出願書類とともに，10月４日㈮までに提出してください。
　　ウ ）代替可能な業績は，入学後専攻しようとする領域にかかわる内容のもので，何らかの形

で「公刊」されたものであること。ただし，公刊予定のものについては，そのことを証明
する書類を付してください。具体的には，以下のものが該当します。

　　　・論文………学会誌，研究機関等の研究紀要，商業誌等に記載されたもの。
　　　・著書，翻訳書，辞典等の項目執筆
　　　・研究報告… 地域研究会，県・文部科学省等の指定研究の発表会，小・中・高教研等の研

究会，民間の研究会などの発表資料で研究内容が具体的に示されているもの
と，それが明示されているパンフレットやプログラム等。なお，共著の場合
は，分担部分を明示してください。

２）専門科目試験について
　ア）臨床心理Ⅰは，臨床心理学の基礎的知識について出題します。
　イ）臨床心理Ⅱは，入学後主として研究する臨床心理学の分野の問題を選択してください。　

面　接
入学後の研究計画を中心に行います。教職実践専攻では，学習履歴レポート，研究
計画等をもとにして，志望動機や研究の見通し等について質問します。研究しよう
と考えている教科または分野にかかわる基礎的知識等を問う場合もあります。

【学類所属生特別入試】
　入学者の選抜は，学習履歴レポート，成績証明書および面接の結果を総合して判定します。

面　接
学習履歴レポート，研究計画等をもとにして，志望動機や研究の見通し等について
質問します。研究しようと考えている教科または分野にかかわる基礎的知識等を問
う場合もあります。

【現職教員特別入試】
　入学者の選抜は，実践記録レポートおよび面接の結果を総合して判定します。

面　接
実践記録レポート，提出資料，研究計画等をもとにして，志望動機や研究の見通し
等について質問します。研究しようと考えている教科または分野にかかわる基礎的
知識等を問う場合もあります。
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５．試　験　日　程
　⑴　試　験　日　令和元年10月23日㈬
　⑵　試 験 会 場　福島大学人間発達文化学類（本要項末の案内図参照）
　⑶　学力検査等時間割
　【一般入試】

専
攻 領　　　域

学　　力　　検　　査 面　　　接
９：00～10：00 10：20～11：50 14：00～

教
職

実
践 小論文

研究計画を中心
に行います。

地
域
文
化
創
造

人 間 発 達 支 援

外国語
（代替措置）

教育心理学，障害学，幼年教育

日 英 言 語 文 化
日本語学，日本文学，漢文学，
国語科教育学，日本語教育学，
英語学，英米文学，英語科教育学

地 域 生 活 文 化
歴史学，地理学，社会学，経済学，
倫理学，社会科教育学，食物学，
被服学，住居学，家庭科教育学

数 理 科 学 数学，生物学，化学，地球科学

スポーツ健康科学 体育学，運動学

芸 術 文 化
演奏，作曲・指揮，

音楽科教育学，絵画，彫刻，
美術理論・美術史，美術科教育学

９：00～10：00 10：20～11：20 11：40～12：40
学
校
臨
床
心
理

臨 床 心 理 外国語
（代替措置） 臨床心理Ⅰ 臨床心理Ⅱ

　　集合時間等については，受験票送付の際に併せてお知らせします。

　【学類所属生特別入試】
　　集合時間等については，受験票送付の際に併せてお知らせします。

　【現職教員特別入試】
　　集合時間等については，受験票送付の際に併せてお知らせします。

６．障害等のある入学志願者の事前相談
　 　障害（学校教育法施行令第22条の３に定める障害の程度）等のある入学志願者で，受験上およ
び修学上の配慮を必要とする場合は，出願の１か月前までに本学入試課に申し出てください。


